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９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
６
日

か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
市
議
会
招
集
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

優
勝
し
た
山
口
茜
選
手
を
始
め
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を
目
指
す
勝
山
市
の
若
者

を
支
援
す
る
「
世
界
に
羽
ば
た
く

勝
山
市
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す

る
会
」
の
設
立
に
つ
い
て
触
れ
、

行
政
と
し
て
も
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
中
国
浙
江
省

麗
水
市
か
ら
、
２
小
学
校
の
関
係

者
と
児
童
を
合
わ
せ
た
16
名
の
訪

問
団
が
来
勝
さ
れ
、
教
育
委
員
会

と
友
好
交
流
意
向
書
を
締
結
し
、

今
後
の
交
流
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
新
体
育
館

の
本
体
建
設
工
事
に
着
手
す
る
事

業
費
や
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備
の
た
め
の
敷
地
造
成

工
事
及
び
建
設
の
実
施
設
計
等
の

平
成
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

9
月
定
例
議
会

 

勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員

　

林　

キ
ヨ
子
（
上
高
島
）

 

勝
山
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

北
川　

教
高
（
毛
屋
町
）

 

勝
山
市
監
査
委
員

　

北
山　

謙
治
（
沢
町
１
）

事
業
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
係
る
補
助
金
な
ど
の
増
額

で
、
一
般
会
計
に
お
い
て
８
億
８

１
７
万
３
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
１
２
４
億
３
３
７
９
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

◆
条
例

　

２
件
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

• 

勝
山
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

　

そ
の
他
２
議
案
が
可
決
さ
れ
、

３
議
案
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
件
の
意
見
書
案
が
可

決
さ
れ
、
１
件
の
陳
情
が
趣
旨
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
の

歳
入
歳
出
決
算
に
係
る
２
件
が
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

　

次
の
委
員
等
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
倉
田
源
右
ヱ
門
議
員

副
議
長
に
帰
山
寿
憲
議
員

　

９
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、松
村
治
門
議
長
が
辞
職
し
、

倉
田
源
右
ヱ
門
議
員
が
議
長
に

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
門
善
孝
副
議
長
が
辞

職
し
、
帰
山
寿
憲
議
員
が
副
議

長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

帰山副議長 倉田議長

　ここ数年、子どもたちが河川清掃で拾ったごみを分析
した結果によると、ごみのほとんどは『大人が捨てた（出
した）ごみ』であることが分かりました。
　大人の皆さん1人ひとりが『川にごみを捨てない、捨
てさせない』ことを心がけていき、世界にも誇れるきれ
いな勝山を、子どもたちにきれいなままで受け継いで
いってもらいたいものです。

川にごみを捨てないで川にごみを捨てないで

コーヒー缶やビール缶が目立つコーヒー缶やビール缶が目立つ
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平
成
平
成
2424
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

平
成
24
年
度
は
、
給
水
区
域
内

人
口
の
減
少
（
２
８
９
人
減
、
前

年
度
比
１
・
20
％
減
）
に
伴
い
、

給
水
人
口
、
給
水
戸
数
、
年
間
総

配
水
量
お
よ
び
年
間
有
収
水
量
に

つ
い
て
は
前
年
度
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
漏
水
対
策
等
に
よ

り
、
有
収
率
は
微
増
と
な
り
ま
し

た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
３
億

７
２
７
７
万
３
千
円
、
総
事
業
費
用

は
３
億
４
３
７
９
万
８
千
円
と 

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当
年

度
は
純
利
益
２
８
９
７
万
５
千
円

を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
利
益
積
立
金
に
積
み
立
て

ま
す
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
５
０
０

８
万
６
千
円
、
資
本
的
支
出
は
２

億
３
２
６
１
万
２
千
円
と
な
り
、

こ
の
１
億
８
２
５
２
万
６
千
円
の

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
、
当
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
お
よ
び
減
債
積
立
金
で

補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

毎
年
、
安
心
で
き
れ
い
な
水
道

水
の
安
定
供
給
を
図
り
な
が
ら
、

勝
山
市
水
道
事
業
の
健
全
な
財
政

基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

主
な
収
入
源
の
水
道
料
金
収
入

は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
料

金
改
定
お
よ
び
木
根
橋
地
区
簡
易

水
道
の
上
水
道
統
合
に
よ
り
、
対

前
年
比
３
・
50
％
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
支
出
に
お
い
て

は
減
価
償
却
費
が
増
加
し
、
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の

供
給
を
図
る
た
め
、
既
存
水
道
施

設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
ま
た
累
増
す
る
企
業
債

の
元
金
償
還
に
要
す
る
費
用
お
よ

び
減
価
償
却
費
に
対
応
し
得
る
経

営
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
会
計
の
健
全

な
経
営
の
た
め
、
平
成
23
年
度
・

24
年
度
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
立
図
書
館
に
備
え

て
あ
る
決
算
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口 22,877 人 － 1.18％
給 水 戸 数 7,267 戸 － 0.90％
年間総配水量 3,028,743 ㎥ － 2.31％
年間有収水量 2,480,978 ㎥ － 2.24％

１日最大配水量 14,807 ㎥
（平成25年1月6日）  3.28％

有 収 率 81.91 ％  0.07％
導送配水管延長 310,460 m  1.97％

区　　分 H24年度決算額 H23年度決算額
収 入 3億7,277万3千円 3億6,136万3千円
支 出 3億4,379万8千円 3億5,289万5千円
差 引 2,897万5千円 846万8千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

市道6－34号線
配水補助管布設工事

滝波町
１丁目 43万8千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
牛ヶ谷・聖丸遠方監視制
御装置更新工事

野向町
牛ヶ谷ほか 921万9千円

雁が原配水池残留塩素計・
超音波流量計取替工事

村岡町
浄土寺 766万5千円

メーター口径
※50ミリ以上は省略

基本料金　10㎥まで 超過料金　1㎥につき

13ミリ 20ミリ 25ミリ 40ミリ 11 ～ 30㎥ 31 ～ 50㎥ 51 ～ 100㎥ 101㎥～

H23年度 1,100円 1,250円 1,450円 1,650円 113円 128円 130円 155円

H24年度以降 1,150円 1,300円 1,500円 1,700円 120円 135円 140円 165円

区　　分 H24年度決算額 H23年度決算額
収 入 5,008万6千円 6,385万2千円
支 出 2億3,261万2千円 2億5,634万8千円
差 引 －1億8,252万6千円 －1億9,249万6千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税抜）】

水道料金表　（税別）

【資本的収支（税込）】

※23年度：平成23年5月検針分（4月使用分）～平成24年4月検針分（3月使用分）
　24年度以降：平成24年5月検針分（4月使用分）～


